
人権に関する
市民意識調査結果

〈概要版〉

人権尊重のまちづくりをめざして人権尊重のまちづくりをめざして

彦根市

【調査目的】
　　市民の皆さんの人権に関する意識の現状
を把握し、今後における「人権尊重のまち
づくり」の指針となります「人権施策基本方
針」策定の資料その他として有効に活用す
るために実施しました。

【調査方法】
　調査地域：彦根市全域
　調査対象：彦根市に在住する20歳以上の方

（永住権を有する外国人住民を含む。）
　対象者数：3,000人
　抽出方法：無作為抽出
　調査方式：郵送法・無記名方式
　調査期間：平成18年9月6日～9月27日

【回収状況】
　調査票発送数：3,000人
　調査票回収数：1,486人
　回　収　率：49.5％

【回答者の属性】

調査の概要

男性男性女性女性

2.6%2.6%

39.8%39.8%57.6%57.6%

無回答無回答

10.6%10.6%

16.7%16.7%

18.8%18.8%

2.5%2.5%

15.0%15.0%

16.0%16.0%

20.4%20.4%

20歳代20歳代■■
30歳代30歳代■■
40歳代40歳代■■

50歳代50歳代■■
60歳代60歳代■■
70歳以上70歳以上■■
無回答無回答■■

［性別］ ［年齢］



0% 25 50

40.440.4

4.24.2

20.020.0

14.214.2

13.113.1

26.426.4

5.55.5

15.515.5

4.44.4

あらぬうわさ・悪口で
名誉・信用を傷つけられ

侮辱された

義務のないことを
強制され、やりたいことを

妨げられた

人種・信条・性別・
社会的身分等により

差別された

家族・親戚の態度・
発言で傷つけられた

役所・医療機関などで
不当な扱いを受けた

セクシュアル・ハラスメントを
受けた

プライバシーを侵害された

暴力をふるわれた

地域で他の住民と
違う扱いを受けた

その他 8.9
無回答 6.7

(%)
■たびたび感じる　■たまに感じることがある　■ほとんど感じることはない　■まったく感じない　■無回答

①家庭で

②地域社会で

③職場で

1.91.9

3.63.6 16.816.8 40.540.5 33.433.4 5.75.7

3.63.6 12.212.2 34.534.5 31.131.1 18.618.6

9.79.7 30.630.6 51.551.5 6.36.3

0% 8020 40 60

23.523.5

29.029.0

2.02.0

1.11.1

0.40.4

3.33.3

63.063.0

相手に抗議した

身近な人に相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

法務局・人権擁護委員に
相談した

県の機関・市役所に
相談した

黙ってがまんした

その他 4.7
無回答 8.4

●この4～5年で、日常生活で、差別や人権侵害を受けたと感じることがありますか。

人権侵害について

●人権侵害を受けたと感じたのは、
　どのような場合ですか。（複数回答）

●人権侵害を受けたと感じた時に
　どのような対応をされましたか。（３つ以内で回答）
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　地域社会、職場または家庭で、人権侵害を受けたと「たび
たび」または「たまに」感じることがある人の割合は１割～２
割で、ほとんどの人は人権侵害を受けたと感じていません。
　人権侵害を受けたと感じた時の対応については、「黙って
がまんした」人が約６割で最も割合が高く、公的機関等（県の
機関、市役所、警察、法務局・人権擁護委員、弁護士）に相
談した人の割合は6.8％に過ぎません。



その他 0.8
無回答 4.6

0% 20 40 60

「男は仕事、女は家事・育児」
という男女の固定的な
役割分担意識がある

雇用・昇進・昇給などで
男女間に格差がある

ドメスティック・バイオレンスがある

セクシュアル・ハラスメントがある

ストーカー行為・痴漢行為がある

「援助交際」など買春・売春がある

テレビ・雑誌・インターネット等で
わいせつ情報が氾らんしている

地域の慣習・しきたりに
女性の参加制限がある

46.046.0

52.152.1

26.926.9

35.735.7

24.324.3

20.120.1

23.523.5

22.222.2

その他 1.3
無回答 4.6

0% 20 40 60

男女共同参画を進めるための
広報・啓発を充実する

政策・方針を決める審議会などの
委員に女性を積極登用する

学校で男女平等教育・性教育
を進める

育児・介護休業制度の充実など男女の
働く環境の整備を事業所に指導する

採用・賃金・昇格での男女格差や仕事の
性別役割分担などの改正を事業所に指導する

仕事と家庭生活の両立のため、
家事・保育・介護への支援を充実する

女性自ら能力発揮するための
学習・研修の機会を増やす

女性に対する犯罪の取締り・
罰則を強化する

マスコミ等が紙面・番組・広告
などの内容に配慮する

男女ともに社会の担い手として、
慣習・しきたりの見直しを行う

女性のための相談事業を行う

15.515.5

20.520.5

20.420.4

46.446.4

29.129.1

56.956.9

10.210.2

4.84.8

12.112.1

8.38.3

27.127.1

0%
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30.530.534.034.0

60.460.4
67.267.2

71.671.670.070.0

53.853.8
45.645.6

68.368.366.866.8

90.290.291.391.3

61.061.0
57.157.1

81.281.2
74.374.3
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女性の人権について
●女性に関し人権上問題があるのは
　どのようなことだと思いますか。（３つ以内で回答）

●女性の人権が尊重されるために必要なことは
　何だと思いますか。（３つ以内で回答）

●次の行為はドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思いますか。（「ＤＶだと思う」の回答のみ表示）
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　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は、夫婦や恋人など親密な男
女間でおこる暴力のことです。身体的暴力のほか心理的・性的・経済
的な暴力や子どもを巻き込んだ間接的な暴力も含みます。セクシュア
ル・ハラスメントと同じく、異性への人権侵害であり、犯罪です。



0% 906030

親が子どもに身体的・心理的な
暴力を加え、子育てを放棄する

学校や就職先の選択などで大人が
子どもの意見を無視する

子どもによる暴力・仲間はずれ・
無視などのいじめがある

丸刈り・制服着用を強制する
校則がある

「子どもだから」と、子どもの
プライバシーを尊重しない

子どもの全人格を学校の
成績だけで判断する

学校で教師が児童・生徒に
体罰・差別的扱いをする

ビデオ・インターネット・携帯電話など
性情報が氾らんしている

児童買春・児童ポルノが
横行している

81.681.6

18.918.9

43.943.9

4.04.0

18.518.5

33.533.5

31.131.1

18.718.7

20.020.0 その他 0.4
無回答 4.6

0% 604020

非行を防止し、地域環境を改善する

子どもが安心してくつろげる
家庭をつくる

子どもの個性を尊重して教育を行う

教員の資質を高める

校則に子どもの意見を反映させる

児童虐待の防止・予防策を
充実する

子どもの人権・電話相談所を
充実する

子どもが独立した人格をもっている
ことを大人に教育・啓発する

他人への思いやりの心をはぐくむ
教育を行う

情報提供・電話相談などの
子育て支援策を充実する

マスコミ等が紙面・番組・広告
などの内容に配慮する

児童虐待・性犯罪など子どもへの
犯罪の取締り・罰則を強化する

14.614.6

32.732.7

19.719.7

5.55.5

56.056.0

10.410.4

42.142.1

18.718.7

20.720.7

7.67.6

7.67.6

34.034.0

その他 0.6
無回答 2.9

0% 20 40 60 80

家庭で善悪の判断・
正義感・他人への思い
やり・弱い者を助ける
勇気などを教育する

子どもの心の居場所とな
る家庭をつくるため、家
族全員が子育てに参加
し、十分に意思疎通する

住民の連帯意識を高
め、地域の教育力を回
復する

学校で子ども一人ひ
とりの個性・特性を伸
ばす教育を推進する

社会全体に「いじ
めは絶対許されな
い」という意識を
徹底する

幼児期から命の大
切さ・生きる素晴ら
しさなどを教える心
の教育を推進する

異質なものを排除
する社会の考え方
を改める

71.171.1

50.850.8

15.215.2

18.418.4

0% 20 40 60 80

63.563.5

34.734.7

11.811.8

その他 1.3
無回答 2.8

子どもの人権について

4

●子どもに関し人権上問題があるのは
　どのようなことだと思いますか。（３つ以内で回答）

●子どもの人権が尊重されるために必要なことは
　何だと思いますか。（３つ以内で回答）

　子どもに関し人権上問題があることとして、
児童虐待やいじめの問題をあげ、その対策と
しては、家庭や家族、心の教育が大切だとす
る意見が多くあります。

●いじめを予防するために必要なことは何だと思いますか。（３つ以内で回答）



0% 4020

情報を高齢者にわかりやすく
伝える配慮が不足

道路の段差・駅の階段など
外出に不便

高齢者の意見・行動を尊重しない

高齢者への虐待が横行している

悪徳商法・財産侵害などの犯罪が
おこっている

保健・福祉・医療などの
サービスが不十分

高齢者をじゃまもの扱い・
つまはじきにする

働ける場所・能力発揮の機会が
少ない

経済的に自立がむずかしい 27.427.4

37.837.8

36.136.1

38.238.2

27.527.5

14.214.2

20.420.4

18.818.8

31.631.6

その他 0.6　無回答 3.4 0% 4020

高齢者と他の世代との交流を
進める

高齢者への犯罪の取締り・罰則を
強化する

高齢者を思いやる意識を高める
教育・啓発を行う

高齢者への各種相談・情報提供
事業を進める

認知症など判断能力が不十分な高齢者への
成年後見制度などのサービスを充実する
高齢者介護を地域全体で支える

気運を高める

働く場を確保する

余暇を楽しめる地域環境を
整備する

建物・公共交通機関の
バリアフリーを進める

在宅の福祉サービス・利用施設を
充実する

保健・医療サービスを充実する 36.336.3

29.229.2

15.715.7

23.123.1

24.424.4

24.124.1

29.129.1

23.123.1

12.712.7

17.217.2

23.623.6

その他 0.6　無回答 3.5

0% 5025

障害のある人をじろじろ
見たり避ける

障害のある人に差別的な発言・
行動をする

受入れ対策が不十分で
地域の学校に通えない

道路の段差・駅の階段など
外出に不便

スポーツや文化・地域活動に
参加しにくい

アパート・住宅への入居の
契約等が困難

障害のある人への生活支援の
福祉サービスが不十分
障害の種類・程度により

受けられる情報に大差がある
悪徳商法・財産侵害など障害の
ある人への犯罪が増えている

障害のある人の意見・行動を
尊重しない

結婚に周囲が反対する

就職・職場で不利な扱いを受ける

給与・年金などの所得保障が不十分

36.336.3

16.616.6

45.445.4

19.119.1

10.210.2

26.026.0

15.115.1

18.018.0

4.94.9

7.97.9

29.329.3

10.410.4

13.913.9
その他 0.6
無回答 5.2

250% 50

22.122.1

10.410.4

45.745.7

21.621.6

17.017.0

10.010.0

38.038.0

20.420.4

8.38.3

28.128.1

建物・公共交通機関の
バリアフリーを進める

スポーツや文化・地域活動に
参加しやすくする

障害のある人もない人も互いに
交流できる機会を設ける

必要な情報を得やすくし、本人の
意思による生活を支援する

財産管理を含む障害のある人
への相談事業を充実する

障害のある人を正しく理解・認識
できるよう啓発活動を進める

収入の安定・向上を図る

医療・リハビリテーションを充実する

障害のある人の教育を充実する

企業などでの雇用など働く場を広げる

在宅の福祉サービス・利用施設を
充実する

31.031.0

その他 0.5　無回答 4.8

高齢者の人権について
●高齢者に関し人権上問題があるのは
　どのようなことだと思いますか。（３つ以内で回答）

●高齢者の人権が尊重されるために必要なことは
　何だと思いますか。（３つ以内で回答）
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障害のある人の人権について
●障害のある人に関し人権上問題があるのは
　どのようなことだと思いますか。（３つ以内で回答）

●障害のある人の人権が尊重されるために
　必要なことは何だと思いますか。（３つ以内で回答）



250% 50

家族・親戚が反対しても
説得するなど結婚できる

よう応援する

子どもの意志を
尊重し、結婚に

賛成する

結婚に賛成しない

親として不安だが
子どもの意志が

強ければ仕方ない

家族・親戚が
反対すれば結婚を
考え直すよう
説得する

消
極
的
・
反
対
の
態
度

5.25.2

27.727.7

43.543.5

9.59.5

8.58.5
その他 3.6
無回答 2.0

0% 80604020

就職

子どもの進学

職場のつきあい

隣・近所のつきあい

子どものつきあい

転入

結婚

仕事上の取引

けんか・口論

29.129.1

3.83.8

15.215.2

33.333.3

13.713.7

9.59.5

78.078.0

7.97.9

38.438.4

その他 3.0
無回答 2.7

0% 302010

同和地区の人が一定の地区に
かたまらず、分散して住む

行政が同和地区の人の
生活向上の施策などを行う

同和問題を口にせず
そっとしておけば、

差別は自然になくなる

同和地区内外の人々の
交流を深める

差別しない人権尊重の
意識を高める

どのようにしても
差別はなくならない

9.19.1

18.518.5

28.228.2

1.41.4

17.017.0

14.114.1 その他 6.9
無回答 4.8

0% 5025

当然である

おかしいと思うが自分だけ
反対しても仕方ない

間違っているからなくして
いかなければならない

無回答 4.2

28.428.4

24.724.7

42.742.7

同和問題について

6

●同和地区や同和地区の人に対する差別は、
　どんな時にあらわれると思いますか。（複数回答）

●あなたの子どもが結婚しようとしている相手が同和地区の人で
　あった場合、どのような態度をとると思いますか。

●同和問題を解決するためには、
　どうしたらよいと思いますか。

●結婚や就職の時に身元などを調査する風習
　について、あなたはどのように思いますか。

　同和地区や同和地区の人に対する差別は、「結婚の時にあらわれる」
と思う人が最も多くなっています。
　子どもの結婚相手が同和地区の人であった場合、消極的または反
対の態度をとる人は約６割であり、また、結婚・就職差別につなが
る身元調査について、「当然」「自分だけ反対しても仕方ない」と思う
人は５割を超えています。
　また、こうした同和問題を解決するためには、「差別をしない人権
尊重の意識を高める」と思う人の割合が最も高く
なっています。



200% 40

地域社会からの国際化は
大切であり歓迎すべき

言葉・生活習慣が
異なる人とうまく
つき合えるか不安

好ましいことではない

社会の情勢だから
やむを得ない

22.822.8

40.040.0

20.920.9

8.48.4 その他 3.9
無回答 4.0

8006004002000人

ブラジル 780780

中華人民共和国 573573

フィリピン 307307

大韓民国 270270

ベトナム 117117

アメリカ合衆国 9797

その他（31カ国） 176176

延べ37カ国 2,320人

0% 4020

外国人住民をじろじろ見たり避ける

外国人住民への差別的な
発言・行動をする
必要な情報・案内が
うまく伝わらない

働ける場所・能力発揮の
機会が少ない

入学・学校で不利に扱われる

国籍などにより周囲が
結婚に反対する

賃貸住宅への入居が困難

地域社会の受入れが不十分

外国語で対応できる相談窓口・
病院・施設が少ない

道路・病院・施設などで外国語
表記などの対応が不十分

外国人住民の意見を聞く場など
行政への参画機会が少ない

犯罪報道などで「外国人」が特に
強調される

年金・医療保険など
社会保障制度で不利に扱われる

13.913.9

20.720.7

39.639.6

28.128.1

12.212.2

15.915.9

14.214.2

5.35.3

16.216.2

6.36.3

11.711.7

24.524.5

20.920.9

その他 1.3　無回答 6.7 0% 4020

情報誌やインターネットなどの
手段で情報を提供する

日本の言葉・習慣に対する
外国人住民の理解を深める

通訳の公共機関での配置など
通訳制度を充実する

外国の文化・習慣・伝統を理解
するための教育・啓発を進める

地域活動・イベントで
外国人住民との交流を図る

外国人住民の年金・医療保険など
社会保障制度を充実する

外国人住民の地方参政権・
行政への参画を促進する

外国人住民のための
相談事業を推進する

日常生活に必要な情報を
外国語で提供する

38.438.4

26.626.6

12.512.5

38.638.6

14.614.6

25.425.4

29.029.0

15.715.7

マスコミなどが報道内容等に
配慮する

10.810.8

6.16.1
その他 1.5
無回答 7.9

外国人の人権について
●外国人住民が増えていることについて、
　どう思いますか。

●国籍別外国人住民人口（彦根市）
平成19年2月28日現在、単位：人
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●外国人住民に関し人権上問題があるのは
　どのようなことだと思いますか。（３つ以内で回答）

●外国人住民の人権が尊重されるため
　必要なことは何だと思いますか。（３つ以内で回答）

　彦根市民の50人に1人は外国人住民です。多様
な文化や価値観を理解し、お互いに尊重し合って、
豊かにつながることが大切です。



(%)

■間違っている
　と思う

■当然だと
　思う

■いちがいには
　いえない

■わからない　
■無回答

何回も
参加

１～２回
参加

参加した
ことがない

37.337.3 4.74.7 46.946.9 10.410.4
0.70.7

24.124.1 10.010.0 53.853.8 11.511.5
0.60.6

18.518.5 11.411.4 53.753.7 15.415.4
1.01.0

0% 20 40 60 80

家庭で幼時から「いのち」・「思いやり」の
大切さなどを教える

幼稚園・保育所・学校で
人権教育を充実する

住民・NPO等による人権尊重の
取組みを支援する

企業・事業所での人権尊重の
取組みを支援する

行政が住民の人権意識を高める
ための啓発活動を進める

公民館などでの生涯学習で
人権教育を充実する

行政が人権尊重の視点に立って
諸施策を行う

社会的に弱い立場の人への
支援・救済策を充実する

人権侵害を受けた人への
救済策を充実する

公務員など人権に深く関わって
働く人の人権意識を高める 19.219.2

12.912.9

36.736.7

16.316.3

6.36.3

18.218.2

18.218.2

8.38.3

43.043.0

75.475.4

その他 2.6
無回答 3.2

0% 604020

その他 2.6
無回答 5.6

インターネット等
による人権問題

犯罪被害者

刑を終えて出所した人

患者

外国人住民

同和問題

障害のある人

高齢者

子ども

女性

11.211.2

24.424.4

9.19.1

17.617.6

20.320.3

29.729.7

48.548.5

55.055.0

56.556.5

37.637.6

参加したことがない参加したことがない

１～２回参加１～２回参加
41.2%41.2%

35.7%35.7%

何回も参加何回も参加

18.8%18.8%

無回答無回答 4.3%4.3%

人権教育・啓発について
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●人権に関する講演会や研修会等と
　人権侵害に対する意識との関係性

●人権が尊重されるまちをつくるために、
　どのような取組みが必要だと思いますか。（３つ以内で回答）

●今後、どの人権問題についてこれまで以上に
　教育や啓発をすべきだと思いますか。（複数回答）

●過去４～５年の間に、人権に関する講演会や
　研修会等にあなたはどの程度参加しましたか。

【人権侵害の事例】
手ごろな家を買おうとしましたが、「同和地区」
に隣接していたため、買うことを見合わせました。

　人権が尊重されるまちをつくるためには、人権教
育や啓発が大切であると多くの人が考えています。
　また、人権教育や啓発への参加機会が多いほど
人権意識が高い傾向があります。
　今後、これまで以上に教育・啓発すべき分野は、
子どもや高齢者、障害のある人の人
権問題など多岐にわたっています。

古紙配合率100％の
再生紙を使用しています。


